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 1 はじ めに

　 工事中に斜面崩壊が発生すると ， 労働災害に到

るケースが多い。 図 -1 は土工工事中の死亡者の経

年変化である。 1996年までは約 20人， その後約 10

人位で推移している。これは死亡者のみであるため，

労働災害に巻き込まれた人を配慮すると かなり の数

がいると 思われる。

　 崩壊発生現場の状況を現地写真などで確認する

と ，斜面崩壊の調査対策に携わっている人であれば，

ある程度， 崩壊の予測が可能な事例が多いこ と がわ

かる。 従って， 土工工事の施工時に地質調査に携わ

る人が「 斜面の安全性を評価する仕組み」 をつく る

こ と で， 労働災害を減少させるこ と が可能であると

考えた。

　 そこ で， 平成 20年度の全地連の新マーケッ ト 創

出事業で「 土工工事の危険度に応じた安全管理方法

の目安作成」 を行った。 その成果は「 安全管理レベ

ル判定ガイド ライン」（ 法面掘削工事編） 1）a） と いう

形で整理している。

　 こ こでは，「 本事業の目的・成果」，「 その後の展開」

について報告する。

 2 新マーケッ ト 事業のスキーム

　 図 -2 にこ の新マーケッ ト 創出事業のスキームを

示す。 土工工事中の労働災害が減らしたいと いう 社

会的要求に対し て， 労働災害を減少さ せるこ と が

できる地質調査業の技術を導入し よ う と いう も の

である。

　 具体的には， 斜面の専門家が工事中の法面を確認

する仕組みと ， 必要に応じて計測器を設置し安全管

理をする仕組みである。

 3 新マーケッ ト 事業の内容

　 新マーケッ ト の事業をわかり やすく 施工業者に伝
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図 -1　 土工工事中の斜面崩壊によ る 死亡者の推移

図 -2　 地質調査業の新マーケッ ト 創出のスキーム
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えるために作成したも のが，「 施工業者のための斜

面崩壊による労働災害防止ガイド ブッ ク 」 2）b）（ 4 章）

である。 新マーケッ ト 創出事業の内容は， このガイ

ド ブッ クから抜粋して説明を行う 。

１ ） 斜面の「 安全管理レベル」 を決定

　「 安全管理レベルチェッ クシート 」 にて，「 安全管

理レベル」 を決定する。「 安全管理レベルチェッ

クシート 」 は， 道路防災点検の評価方法に従い点

数をつけ， 50 点以上を「 安全管理レベル A」 と

している。

2）「 安全管理レベルＡ 」 ですべき こ と

　「 安全管理レベルＡ 」 は， 安全管理に通常以上の

配慮が必要な法面を表す。 その場合， 以下を実施

するこ と と した。

　 ・「 法面観察シート 」 を用いた日常点検を行う 。

　 ・「 計測機器による監視」 を行い， 基準を超える

変動で警報を発信する。

　 ・「 専門家の定期診断」 を実施する。

　 ・「 安全管理レベルＢ 」 の場合は， 通常の安全管

理を行う 。

3） 異常時の対応

　 異常が見られた場合は，「 異常時対応シート 」にて，

漏れのない現場状況報告や， 現地対応を行う 。 緊

急時に確実に対応できるよう に配慮したものであ

る。

4） 適切な計測管理の導入について

　 計測管理の導入に関しても， 次の視点で解説を加

えている。

　 ・ 目的と ポイント

　 ・ 斜面の挙動に応じた計測機器の設置例

　 ・ 計測結果の情報伝達方法の例

　 　 　 ①作業エリ アでの情報伝達（ 図 -5 参照）

　 　 　 ②遠隔地関係者への情報伝達（ 図 -6 参照）

　 特に， 供用中の道路や家屋が隣接する箇所などで

は， 夜間や休日を含め， 関係者への確実な伝達が

要求されるので， ②の方式をと るこ と が多い。

5） その他の工夫

　 以上の基本的な考え方に加えて， 次の事項を整理

し，施工業者の参考と なるよう に工夫をしている。

　 ・ 労働災害が発生した場合の個人や企業の損失の

整理

　 ・ 掘削作業の調査と 点検に関する法律の整理

　 ・ 災害防止に向けた発注者と の協議内容

　 ・ 適切な計測計画の導入

6） 斜面の専門家の活用

　 施工業者が斜面の専門家が誰になるのかわからな

いケースも多い。 地盤のこ と がわかり ， 現地の状

況に応じて適切な対応ができる人と して， 一番近

い位置にいるのが地質調査業協会の技術者である。

　 ガイド ブッ クではそのこ と を理解してもら う ため

に， 各地区協会の連絡先を明記している。 技術力を

発揮できるチャンスなので， 日ごろから施工業者と

連携を密にして問題解決を図るこ と ができる体制を

整えておく こ と が大事になる。特に地質に関しては，

ローカルソイルを熟知した人が， 力を発揮するこ と

になる。

 4 新マーケッ ト 事業から の発展

　 図 -3 は， 新マーケッ ト 事業から 展開した取組み

を示したものである。

　 一つは，「 施工業者のための斜面崩壊による労働

災害防止ガイド ブッ ク 」 2）（ 図 -4 参照） である。 こ

れは， 新マーケッ ト の成果を， 施工業者を対象にわ

かり やすく 解説したものである。 このガイド ブッ ク

は， 全地連の HP からダウンロード するこ と ができ

るので参考と されたい
b）
。

図 -5　 作業エリ アでの情報伝達方法

図 -6　 遠隔地関係者を 含めた情報伝達方法
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　 も う 一つは「 斜面崩壊による労働災害の防止対策

に関する調査研究委員会報告書」3）c）である。これは，

床堀工事による死亡者を減らすための国の取組みで

ある。 こ のよ う な展開を見せたこ と から ，「 土工工

事中の安全管理」は社会的要求が高いこと が伺える。

 5 広報活動（ 全地連協会員への周知活動）

　 こ の新マーケッ ト の成果を， 全地連の協会員に

知ってもら う ために， 以下のよう な広報活動を各地

域で行った。

　 ①平成 23 年 5 月 10 日

　 　 静岡県地質調査業協会通常総会講演会

　 　 主催： 静岡県地質調査業協会

　 　「 斜面工事の安全性を確保するために地質技術

者がすべきこ と 」 ～施工業者のための斜面崩

壊による労働災害防止ガイ ド ブッ ク の有効活

用～

　 　（ 株） 藤井基礎設計事務所　 藤井俊逸

　 ②平成 23 年 6 月 10 日

　 　 中国地質調査業協会第 19回技術講演会

　 　 主催： 中国地質調査業協会

　 　 特別講演 1

　 　 　「 斜面工事の安全性を確保するために地質技

術者がすべきこと 」

　 　（ 株） 藤井基礎設計事務所　 藤井俊逸

　 　 特別講演 2

　 　 　「 斜面崩壊の実態と 地質技術者のすべき役割」

　 　（ 財） 高速道路調査会　 奥園誠之

　 ③平成 23 年 6 月 30 日

　 　 平成 23年度　 斜面防災技術講習会

　 　 主催： 九州地質調査業協会

　 　 　「 斜面工事の安全性を確保するために地質技

術者がすべきこと 」

　 　（ 株） 藤井基礎設計事務所　 藤井俊逸

　 ④平成 23 年 7 月 14 日

　 　 平成 23年度　 斜面防災技術講習会

　 　 主催： 四国地質調査業協会

　 　 　「 斜面工事の安全性を確保するために地質技

術者がすべきこと 」

　 　（ 株） 藤井基礎設計事務所　 藤井俊逸

 6 広報活動（ 施工業者の方への周知活動）

　 この新マーケッ ト の成果を， 実際に土工時を行う

施工業者の方に知ってもら う ために， 以下のよう な

広報活動を行った。

　 ①各施工業者の技術提案・ 工法変更の相談

　 　 土工工事中心の業務での技術提案や工法変更に

対して， 本成果を活用して提案をするよう に働

きかけを行った。

　 ②施工業者対象の座学 CPDS 講座での説明

　 　 島根県内施工業者に対しての講習会での説明を

開催し ている。 また， 全国規模で CPDS 教育

を行われている業者（ 株式会社インターウェー

ブ， ワンダーベル合同会社様など） の CPDS 講

習会にて説明を行う こ と で普及活動につなげて

いる。

　 ③施工業者対象の e ラーニング CPDS 講座での説明

　 　 日本ネッ ト CPD協会 d）の施工業者対象のeラー

ニング講座（ CPDS プログラム） で， 普及活動

を行っている。

 7 広報活動の成果

　「 施工業者のための斜面崩壊による労働災害防止
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図 -3　 新マーケッ ト 事業から の発展

図 -4　「 施工業者のための斜面崩壊によ る
             労働災害防止ガイ ド ブッ ク 」 の表紙
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ガイ ド ブッ ク 」 の作成， その後の広報活動の結果，

以下のよう な成果に結びついている。

　 ①施工業者の技術提案での活用

　 　 技術提案の結果， 工事中の計測監視のマーケッ

ト が拡大する。 また， 土工工事途中の法面観

察に地質調査業の技術者が入り 込む機会が増

加した。

　 ②工事中の工法変更時での活用

　 　 工事中の斜面変形の際に，「 施工業者のための

斜面崩壊による労働災害防止ガイド ブッ ク 」 を

活用するこ と で， 工法変更手続きがスムースに

進む。 その工法変更手続きに地質調査業の技術

者が関わるこ と で， マーケッ ト 拡大に寄与して

いる。

　 ③発注者の活用

　 　 2011 年 11 月 21 日に秋田県由利本荘市の市道

工事現場で作業員が生き埋めになる事故が発生

した。 その事故を受けて， 島根県技術管理課が

島根県建設業協会と 全県土整備事務所技術専門

監に対して，「 施工業者のための斜面崩壊によ

る労働災害防止ガイド ブッ ク 」 の紹介を行って

いる。 発注者側にと って， 土工工事の作業の安

全に関する指針が少ないため参考と されるケー

スが増加してきている。

 8 おわり に

　「 施工業者のための斜面崩壊による労働災害防止

ガイド ブッ ク 」 は施工業者・ 発注者にと って， 切土

工事中の安全管理方法の目安を与えるものである。

発注者・ 施工業者のどちらの立場でも， 工事中に危

険を感じる法面でも「 専門家の診断」 や「 計測器に

よる警報設置」 の必要性を説明するこ と に苦労する

こ と が多かった。 そのよう な場合に「 ガイド ブッ ク 」

を有効活用していただければと 思う 。

　 当社では「 ガイド ブッ ク 」 を次のよう に活用して

いる。

　「 工事発注時の技術提案での利用」

　「 工事中の斜面崩壊発生時の設計変更対応での利用」

　「 ガイ ド ブッ ク 」 を有効活用して， 掘削工事中の

事故を防止すると 共に， 地質調査業に関わる人が社

会貢献できる場が広がっていく こ と を願う 。
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